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研究要旨  
【背景・目的】 国際腎臓学会と国際小児腎臓学会より、小児期発症慢性腎臓病患者の移行期医療

に関する提言が発表された（Kidney Int, 2011）。わが国では、2014 年 5 月より、難治性疾患政策研究
事業の難治性腎疾患に関する調査研究（研究代表者：松尾清一、丸山彰一）の主要研究項目の一つ
として移行期医療の問題がとりあげられ、移行期医療の啓発（日腎会誌, 2015）、実態調査（Clin Exp 
Nephrol, 2016）、ガイド作成（日腎会誌, 2016）が進められた。2017 年 5 月からの難治性疾患政策研究
事業の難治性腎障害に関する調査研究（研究代表者：成田一衛）においても、移行期医療のさらなる
啓発・普及と主要腎疾患（IgA 腎症と微小変化型ネフローゼ症候群(MCNS)）に対する実践的な移行
期医療支援ガイドの作成が進められた。【方法】 腎臓内科および腎臓小児科から構成された研究分
担者と研究協力者により、IgA 腎症と MCNS の治療・管理において、特に思春期・青年期で問題となる
事項(questions)を抽出し、questions に対する answers と解説を、小児科サイドと腎臓内科サイドで併
記する形式で作成した。同時に、IgA 腎症と MCNS 患者に特化した自立支援と成人診療科へのスム
ーズな転科のためのツールを作成した。【結果】 本ガイドは、「腎疾患の移行期医療支援ガイド-IgA
腎症・微小変化型ネフローゼ症候群-」として、公表・出版された。【考察】 小児期に発症した思春
期・青年期の IgA 腎症と MCNS 患者の成人診療科へのスムーズな転科支援と患者の自立支援
が本ガイドの目的である。本ガイドがさまざまな臨床の場面で活用されることが期待される。 
 キーワード：移行（transition）/IgA 腎症/微小変化型ネフローゼ症候群/移行期医療支援ガイド 
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Ａ．研究目的 
小児期に発症した慢性疾患患者の成人医療へ

のスムーズな移行のために、移行期医療の啓発
と普及がきわめて重要である。腎疾患領域では
2011 年に国際腎臓学会および国際小児腎臓学会
から共同提言が発表され、各国の事情に合わせ
た移行期医療のための基本指針が示された
（Kidney Int 2011; 80: 704-707）。 

本邦においては 2015 年 3 月に「小児慢性腎臓
病患者における移行医療についての提言」がまと
められ（日腎会誌 2015; 57: 789-803）、2016 年 10
月には「思春期・青年期の患者のための CKD 診
療ガイド」が作成された（日腎会誌 2016; 58: 1095-
1233）。 

2017 年 10～12 月に日本腎臓学会評議員、日
本小児腎臓病学会代議員を対象にこれらの資材
の認知度・理解度・活用度に関するアンケート調
査を行った。その結果、これらの認知度は高いも
のの、臨床の現場での活用度は低いことが明らか
となり、実践的な移行期医療支援ガイドや移行期
医療支援ツールを整備する必要性が示された（日
腎会誌 2018; 60: 972-977）。 

2014 年 に 行 わ れ た 全 国 調 査 で （ Clin Exp 
Nephrol 2016; 20: 918-925）、移行期医療の対象と
なる腎疾患のうち多かったのは IgA 腎症と微小変
化型ネフローゼ症候群(MCNS)であったことから、
IgA 腎症と MCNS を対象とした移行期医療支援ガ
イドを作成することにした。 

移行期医療における大きな障壁の一つは小児
科 と 成 人 診 療 科 に お け る 治 療 法 の 違 い
（treatment gap）である。そこで、IgA 腎症と MCNS
の移行期医療支援ガイドの作成に向けて、その基
本情報を得るために、2018 年 9～10 月に、日本腎
臓学会評議員と日本小児腎臓病学会代議員を対
象に、小児科と成人診療科における両疾患の診
療ガイドラインの認知度と活用状況に関するアン
ケート調査を行った。その結果、IgA 腎症と MCNS
の診療において、成人診療科と小児科で認知され
ている、あるいは活用されている診療ガイドライン
は大きく異なっている実態が明らかとなった（日腎
会誌 2019; 61: 51-57）。 

これらの結果を参考にしながら、小児期に発症
し、その後思春期・青年期に至った IgA 腎症と
MCNS 患者の成人診療科へのスムーズな転科と
患者の自立支援を目的として、「腎疾患の移行期
医療支援ガイド-IgA 腎症・微小変化型ネフローゼ
症候群-」を作成した。 
 
Ｂ．研究方法 

 腎臓内科および腎臓小児科から構成された研究分
担者と研究協力者により、IgA 腎症と MCNS の治
療・管理において、特に思春期・青年期で問題となる
事項(questions)を抽出した。 

その後、各事項(questions)に対する回答
(answers)と解説を、小児科サイドと腎臓内科サイド
で併記する形式で作成した。 

同時に、IgA 腎症と MCNS 患者に特化した自立支
援と成人診療科へのスムーズな転科のためのツー
ル（患者への病気や治療薬・治療法の説明文書、移
行準備評価チェックリスト、転科時に必要な診療情
報、医療助成制度の概要など）を作成した 

作成された移行期医療支援ガイドは、日本腎臓学
会と日本小児腎臓病学会による査読を受け、指摘さ
れた事項は適宜、加筆修正した。 
（倫理面への配慮） 
 本研究（移行期医療支援ガイド作成）は診療データ
や個人情報を扱うものではないため、倫理委員会の
承認は不要と考えられ、日本腎臓学会と日本小児腎
臓病学会の理事会の承認を受けて進められた。 
 
Ｃ．研究結果 
1. 「移行期医療支援ガイド-IgA 腎症・微小変化型
ネフローゼ症候群-」の作成と公表 

本ガイドは、2019 年 7 月に、「腎疾患の移行期
医療支援ガイド-IgA 腎症・微小変化型ネフローゼ
症候群-」として、公表・出版された。 

 
Ｄ．考察 

小児期に発症した思春期・青年期の IgA 腎症と
MCNS 患者の成人診療科へのスムーズな転科支
援と患者の自立支援が本ガイドの目的である。 

前述したように、小児と成人では、IgA 腎症やネ
フローゼ症候群に対する治療方法が大きく異なる
ことが明らかとなり、スムーズな転科を妨げる大き
な要因となっている。そこで本ガイドでは、IgA 腎症
と MCNS の治療・管理について、小児科医と腎臓
内科医・かかりつけ医間の相互理解を深める
（treatment gap を埋める）内容とした。 

また、IgA 腎症と MCNS 患者に特化した自立支
援と成人診療科へのスムーズな転科のためのツ
ール（患者への病気や治療薬・治療法の説明文
書、移行準備評価チェックリスト、転科時に必要な
診療情報、医療助成制度の概要など）を提供した。 

なお、本ガイドは、小児科医と成人診療科医が、
小児・成人を対象としたそれぞれのガイドラインに
精通して実践できるようになることを目的として作
成されたものではない。小児科医と成人診療科医
のそれぞれが円滑に移行期医療を進めるために、
患者に双方の治療法とその根拠を説明する助け
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となるよう、それぞれの治療・管理の方法や考え
方についての理解を深めるためのものである。 
 
Ｅ．結論 
 小児期に発症した思春期・青年期の IgA 腎症と
MCNS 患者の成人診療科へのスムーズな転科支
援と患者の自立支援を目的として、「移行期医療
支援ガイド-IgA 腎症・微小変化型ネフローゼ症候
群-」を作成・公表した。本ガイドがさまざまな臨床
の場面で活用されることが期待される。 
 
Ｆ．健康危険情報 
 なし 
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